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2026年夏季賞与・一時金 大手企業業種別妥結結果（最終集計） 

～104万 2,537円、前年夏季比プラス 7.04％～ 

 

 

経団連は８月６日、2026年夏季賞与・一時金（ボーナス）の大手企業業種別妥結結果（加

重平均）の最終集計を発表した。 

 

本集計は主に業種団体からの情報提供により、23 業種 248 社を対象に実施。同日までに

経団連が妥結を把握した 22業種 178社のうち、集計可能な 22業種 163社（約 92.6万人）

の平均妥結額は 104万 2,537円で、比較可能な 1981年以降の最高額を２年連続で更新した

上、夏季では初めて 100万円台を記録した。増減率（前年夏季比）は 7.04％で、2003年～

2007 年以来の５年連続プラスとなった。月例賃金引上げの動向と同様、賃金引上げの力強

いモメンタムが継続し、その「さらなる定着」が進んでいることを示す結果といえる。 

 

妥結額の分布（139 社）をみると、「120 万円以上」（17.3％）が最も多く、100 万円以上

の区分を合計すると 43.1％と４割を超えている。一方、「70 万～75 万円未満」（9.4％）や

「70万円未満」（10.1％）もそれぞれ１割程度を占めており、妥結額には企業間で大きなば

らつきがみられる。 

増減率の分布（122社）では、「2.0～4.0％未満」及び「4.0～6.0％未満」の区分（計 26.2％）

と、「10.0～15.0％未満」及び「15.0％以上」の区分（計 27.0％）の２か所にピークがみら

れる。全体では、前年以上を意味する「0.0％以上」の区分の合計が 81.0％と約８割を占め

る一方、「0.0％未満」は 18.9％にとどまり、多くの企業が前年以上の水準で妥結している。 

 

以 上 

 


